
こどもたちはクリスマスソングを歌う声だけで何重奏もの音楽ができるアカペラを初めて体
験し、その魅力が伝わったようです。

宮大が都農町寄附講座等
で行っている活動や情報を、
定期的にお知らせします！

令和7年5月号

寄附講座とは、教育研究の進展及び充実を図ることを
目的として、大学や研究機関などに対し寄附を行い講座を設置する制度です。町として
単独での寄附講座の開設は全国的にも珍しく、宮崎県内では初めての取り組みです。

回覧 4/27木和田地区浜下りにPBL2年生が
参加しました

昨年度PBL１で考案した内容を実践するために、２年生

が木和田地区の住民の方々との交流を兼ねて、地区行事の
「浜下り」に参加させていただきました。田植えの後の大潮
の頃に行う恒例行事の浜下りは、地区住民が集まりお互いの
暮らしぶりや近況を知る貴重な機会として続けられています。
当日は下浜で子どもたちと宝探しをするなどして遊び、お

昼には木和田公民館へ移動。地区の方約20名と学生6名、教
員2名が昼食をとりながら、地区の方から昔話や暮らしの話
を聞いたり、学生の考える活動アイディアについてお話しま
した。自然豊かな風景に惹かれて木和田地区に関心を持った
学生たちは、地元の方から話しを聞いて初めて知ることや感
じることなど、多くの学びがあったようです。木和田自治区
の皆様、ありがとうございました。

地域学基礎 １年生初めてのフィールドワーク
5/10，17に96名が都農町内の町歩きをしました。

PBLⅠ １年生の履修が決まり授業始動！
今年度1年生のPBL受講生は14人。2年生と共に都農町内

のイベントなどに参加、様々な企画を実践していきます。
座学では学ぶことができない非認知能力は、チームでの話

し合いや相手との決め事をするなど人との関わり合いの経験
の中で育むことのできる能力です。ロボットやAIなどが多
くの能力を持つようになる中、重要視されている力です。
１年生のうちにPBL授業の中で、様々な人と関

わる経験をすることで、今後の学びや仕事の基礎
となる非認知能力を高めて、自分の成長を感じら
れる時間にしてほしいと思います。

5/10(土)、前日までの雨で天気が心配されましたが、無事に予定通り開催しま
した。９時過ぎから東都農駅をスタートして８班40名が町歩き。寺迫、征矢原、
長野、丸溝あたりまで、地図を頼りに地域資源マップ作りのために資源や特徴を
探してあるきました。長野地区ではれんげの会のこども食堂に２つの班の学生が

お邪魔しました。地区の皆様に食事をしながらお
話を伺いました（下写真）。大人数でお世話にな
りありがとうございました。れんげの会の皆様、
昨年の山末地区に引き続き、ご馳走様でした！
美味しいお昼と温かいおもてなしに学生も喜んで
おりました。
当日の様子は5/16宮日新聞に掲載されました。

都農駅周辺のグループは5/17悪天候のため24日以降に
延期となっています。1５の班が藤見、岩山、上瓜生、
下浜、篠別府、分子村あたりまで広範囲にわたって散策
予定です。6月から２か月は授業の中でグループワークで
地図作りをします。７月下旬提出の各班地域資源マップを
どうぞ楽しみに。ホームページ上でもマップを公開予定です。
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5/21自治会長会でご挨拶させていただきました。

つのまるケア講座日常の一コマ 出産報告 by枝元先生

★☆今月の実習生紹介★☆ 5/7～5/29
町立病院にて地域包括ケア実習
                             後藤舜平（ごとうしゅんぺい）さん

医学部医学科 ６年生

出身：三重県 趣味：おいしいラーメン屋探し
部活：硬式テニス

ひと言：都農に滞在することは初めてです。この
４週間で医療はもちろんのこと、地域についての
ことなども含めて多くのことを学べるよう頑張り
ます！

先日、待望の第一子が産まれました。母子ともに健康で幸せな時間
を過ごしています。家族が増えていくたびに、患者さんやご家族に
対する寄り添い方や配慮も変わってくるもので、この数年で診療の
方法や姿勢も変わってきた気がします。
年度の途中で恐縮ですが、6月一杯で異動することになりました。

引き続き、週1回は町立病院で勤務しますが、一区切りとなります。
これまで関わったたくさんのスタッフの方や患者さん・ご家族にこ
の場を借りて御礼を申し上げます。坂口大介先生が後任として講座
教員を務めますが、素晴らしい先生ですのでご安心くださいね！

今年度自治会長の皆様が集まる自治会長会にて、寄附講座のご挨
拶、報告レポートとかわら版の配布をさせていただきました。各地
区2部お渡ししていますので、ぜひ地区内でご覧いただければ幸い
です。地域学部は出口先生の退任とともに後任の工藤先生のご紹介
がありました（詳しくは次号にて紹介します）。また、医学部は桐
ケ谷先生のご紹介とけんこう講話の開催募集のお知らせをしました。
講話未開催の地区はもちろん、2回目も歓迎です。若手の住民の皆
さんとの対話の機会も作りたいですので、ご要望をお寄せください。
けんこう講話申し込み・相談は下記つの未来財団まで。

「地域から見た都農町国保病院」というテーマで、自分が患者と
して受診した経験やご家族として立ち合った時の感想を話し合いま
した。スタッフさんのちょっとした声掛けが嬉しかったことや入院
したときの経験談など、仕事として関わるときとはまた違った思い
出話を聞くことができました。
また、各地区で開催している「けんこう講話」での住民さんの声

や、普段の診療などでの経験を踏まえ、都農町内の医療・福祉をよ
り良いものにしていくための意見交換を今後も行っていく予定です。
今回も高鍋高校から医療関係を目指す学生さんが6名(!)参加してく
ださいました。次回以降もご参加をお待ちしています！

4/24 つのまるケアミーティング
住み慣れた場所で迎える「そのとき」の話

*ソーシン先生＝総合診療科医

「終活」を考える中で、「できれば病院ではなく、住み慣れた場所
で最期を迎えたい」と思う方が増えています。都農町の町立病院では、
在宅医療でそうした想いに寄り添える体制を整えています。体の状態
やご家族の希望に合わせて、医師や看護師がしっかりサポートします
ので、ご安心ください。「家で亡くなると警察が来るの？」と聞かれ
ることもありますが、医師が関わっていれば、きちんと手続きを行い
ますので、そこは心配する必要はありません。費用については保険の
種類などで異なります。気になる方はいつでも受診の際などにご相談
ください。自分らしい最期を迎えるための選択肢、日ごろから知って
おいていただけたら嬉しいです。
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